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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

学校で必要とされる物品購入等を行い、教育の充実を図ることができた。

改革改善

の考え方

①問題

点

予算額が年々少なくなっており、必要な備品の購入が厳しくなってきている。

②改革

提案

学校予算要望時期を早めて、新たに必要となる教材の把握及び更新が必要な教材の把握に努め、特殊要因として当初予

算で対応が必要なものと補正予算で対応するものの整理を行う。
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総事業費①+② 157,662 168,304 168,000

人件費計（千円）② 858 858

173,379

正規職員所要時間 240 240

臨時職員所要時間 0

一般財源 156,759 168,296 166,983

その他 45 8 159

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 156,804 168,304 167,142 173,379 （そ）副読本売却代 （そ）寄付金

25年度予算額 特定財源内訳、補足

8

173,371

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　学校の教育に必要な教材等消耗品（印刷紙、インク、模造紙、チョー

ク、児童生徒用椅子等）、備品（跳び箱、体操マット、書画カメラ、ミシン、オ

ルガン、木琴等）、図書（図書館用）、印刷（学校要覧、通知表、テスト、封

筒等）、講師謝礼（校内音楽会・郡音前音楽指導講師謝礼、校内教科研

究講師謝礼、進路講話講師謝礼等）、負担金等の経費

経費の金額 167,142千円

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

学校の教育に必要な教材等消耗品・備品、印刷、図書、講師謝礼、委託料、負担金等の経費を支出し、教育環境を充実する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

28 28 28

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

 必要な教材等消耗品・印刷・図書・備品類を整備し、教

育環境の充実が進んだ学校数

28

28年度見込み

児童生徒数（5/1現在） 9166

意図（どういう状態

にするか）

 必要な教材等消耗品・印刷・図書・備品類を整備し、教

育環境を充実させる

小中学校数 28向上させたい上位施

策の成果指標

市内児童生徒の基礎学力の水準

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 児童・生徒

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 22 義務教育の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 学校教育課 係等名 学務係

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

学校教育振興事業

22 事業№ 46 8平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


